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プロバスケットボールイベント「KOBE RISING－2025－」の経済効果等に関する調査結果について 

 

 

みなと銀行グループの一般財団法人ひょうご経済研究所(理事長 武市 寿一)は、株式会社ストークス(代表取締役

社長 渋谷 順)、株式会社One Bright KOBE(代表取締役社長 渋谷 順)、フロム・シェフ株式会社(代表取締役 青井 

一真)、学校法人同志社の同志社大学リエゾンオフィス(所長 加藤 将樹)と共同で、プロバスケットボールイベント

「KOBE RISING－2025－」における経済効果等に関する調査を実施しましたので、その調査結果をお知らせします。  

 

 本調査は、2025年9月23日(火・祝)にGLION ARENA KOBEで開催された同イベントが神戸市にもたらした経済効

果や、来場者の消費行動、回遊行動等について分析を行ったものです。地域におけるアリーナイベントの経済的な

役割や影響を把握し、地域経済やまちづくりへの活用につなげていくことを目的として、今回初めて実施しました。 

 

今後についても、アリーナを起点とした地域経済や地域づくりに関する調査研究および調査結果の発信を通じて、

地域社会の健全な発展に寄与していきます。 

 

調査概要 

実 施 日 2025年9月23日(火・祝) 

調査対象 

「KOBE RISING－2025－」来場者 

アンケート回収件数 947件 

うち、有効回答件数 909件 

調査方法 インターネット調査(会場内外において二次元コードを配布し、回答を回収) 

調査結果の概要と詳細は、別紙の通りです。ご参照下さい。 

 

以 上 



「REPORT：KOBE RISING -2025-」 が地域にもたらす経済効果と回遊性の分析 

 

本共同研究では、来場者調査およびイベント運営支出データを活用し、アリーナイベントが地域にもた

らす経済的価値および来場者消費構造を分析しています。 

 

本調査より得られた知見 

地域経済への明確な需要創出機能 

 経済効果の大部分は来場者消費で構成される 

 6,930 名を集客し神戸市に約 1.9 億円（直接効果 1.2 億円）の経済効果 

 生産誘発倍率は 1.56 倍と推計され、大型集客施設での単日イベントと比較しても高い数値となった 

 

消費の中心は30-40代だが、カテゴリごとに異なる来場者特性 

 飲食・購買双方において 30-40 代の消費単価が高い 

 飲食は男性主導型だが、その他購買は年代特性依存型であり、消費構造は単一ではない 

 

回遊行動は地域消費のみならずアリーナ内消費も増幅 

 回遊箇所数が増加するほどアリーナ買い消費が段階的に増加するだけでなく、アリーナ内の飲食や

購買単価も上昇する傾向がある 

 回遊は単なる移動ではなく、来場者の宣材体験を深化させ、総消費額を押し上げる行動要因であると

考えられる 

 アリーナイベントは単体施設の集客装置ではなく、回遊を媒介として消費を増幅させる都市経済の

起点として機能する 

なお、詳細の結果は、同志社スポーツビジネスラボ HPで公表しております。 

https://doshishasportbusinesslab.jp/2026/06/11/kobe-rising-economic-impact/ 

 

研究詳細 

背景および研究概要 

東西の人気クラブ 6チームが集結したプレシーズンゲーム“KOBE RISING -2025-”を対象に、来場者調査

およびイベント運営支出データを活用し、アリーナイベントが地域にもたらす経済的価値および来場者

消費構造を実証的に検証することを目的として実施しました。 

 

方法 

イベント当日の参加者に対し、同志社大学を中心にアンケート調査を行い、本イベントにおける消費額や

回遊箇所等についてデータを収集しました。また、本イベントの支出データとアンケートデータを用い、

平成 27 年度の神戸市産業連関表をベースとして産業連関分析を実施しました。 

 

分析結果 

KOBE RISING -2025-は、全国から様々なチームのファンを集客し、神戸市に約 1.9 億円（直接効果 1.2 億

円）の経済効果をもたらし、雇用増出効果として 18 人が推計されました。また、本イベントの当初需要

額に対する経済効果は 1.56 倍と推計されました。 

https://doshishasportbusinesslab.jp/2026/06/11/kobe-rising-economic-impact/
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